９．バルブ操作による異常の処置
⑴　バルブの異常

バルブの開閉操作中，あるいは操作が終了後に流体に異常が起きた場合は，その状態によって適切な措置をとらねばならない。

これを大別すると次のようになる。

①　設備上の欠陥

㋑　機械，設備，配管が疲労で使用条件に耐えられない

㋺　施工ちがい（逆止弁，グローブ弁等の取付方向反対）

㋩　盲板の取付，撤去等の管理不良

㋥　操作バルブ自体の不良

②　バルブ操作の欠陥

㋑　操作バルブのまちがい（点検，確認の不徹底）

㋺　操作タイミング不適当

㋩　急激な開放，閉止操作

㋥　開度調整不適当

また異常現象とその考えられる原因（あるいは要因）を分類すると次表のようになる。

第２表　　バルブの故障とその原因

	故障の種類
	故障の原因

	漏洩
	パッキング，ガスケットの老化，ボルト・ナットのゆるみ

	異音振動の発生
	ウオーターハンマ，ゲートバルブの小開によるもの，脈動流，振動による締付部のゆるみ

	ボディの破損
	腐食，くり返しによるぜい化，熱応力のくり返し，外因による衝撃など

	弁体の脱落
	腐食，振動

	ねじのカジリ
	異物のかみ込み，材質によるねじの組合せなど

	腐食
	混入物の影響，流体の変更，材質選定の誤り


⑵　異常に対する処置の基本

異常に対する措置はこれらの原因と，異常の内容によって行なうことになるが，その[image: image1.png]


基本は次のようになる。

①　操作中または操作したバルブを元の状態に戻す

②　バルブの逆操作（①の操作）よりも起きた異常の処置に徹底する

③　操作①および②を併行し平常に戻す

④　上長の指示によって処置する

⑶　バルブの異常とその原因ならびに処置方法（第３表）

比較的故障の多いバルブは，日常あまり使用されない蒸気，冷却水に使用されるバルブである。また開閉頻度の多いものはしゅう動部の摩耗が早く，グランドパッキング，ステム，ディスク，シートも開閉操作の少ないものより早く漏洩するようになる。一方開閉の少ないバルブにあっては，ステム部分のさびつき，スケールの堆積，グランドパッキングの焼付きなどによって開閉不能や漏洩が発生してくる。コックバルブ（ボール等）におこる開閉不能はシート面の広い部分が経時的に固着を起すためでもある。（潤滑油の付着による）

第３表バルブの異常とその原因ならびに処置方法
	区分
	状態
	原因
	処置方法
（※応急的措置はいずれも経験者によって行なうこと）
	対策

	A-１
	全閉の状態で開放できない
	⑴
	ディスクのかみこみ
	●ボディを外面から温める。開閉操作をくり返してみる。※ボディ外部を軽くハンマリングしてみる。バルブ交換（最終手段）
	●閉止時は必要以上にしめつけない。ハンドルのあそび分を戻しておく。（ゲートバルブ）

	
	
	⑵
	ステムの焼きつき
	●※ステム，グランド等その回転部へ注油，閉止開放の操作をくり返し徐々にゆるめていく（この場合グランドを若干ゆるめて行なう）最終手段はバルブ取替
	●注油の励行，新品の場合は実使用の前に注油のほか開閉操作を数回くり返しなじませる。

●バルブのしめ過ぎに注意

	
	
	⑶
	ハンドホイルの回転不良
	●ステム，ヨークナット，ヨークスリーブに注油し，開閉操作をくり返し行なう。
	●注油の励行●しめ過ぎに注意●注油（グリス＋モーターオイル）

	A-2
	開閉操作の途中で動きが悪くなる動かなくなる
	⑴
	ステムの焼きつき
	A-1，⑵の処置方法に準ず
	A-1，⑵の対策に準ず

	
	
	⑵
	ハンドホイルの回転不良
	A-1，⑶の処置方法に準ず
	A-1，⑶の対策に準ず

	
	
	⑶
	グランドのしめすぎ
	●※グランドを可能なかぎりゆるめ開閉操作をくり返し行なう
	注油の励行，グランドのしめすぎに注意

	
	
	⑷
	ステムへの異物混入，ステム自体の不良
	●開閉操作前の状態に戻しステムを点検し，異物を除去する。くり返し開閉操作を励行してみる。

●ステムのねじ山不良等は保全担当係に修理依頼する
	●注油の調合割合と２～３ヶ月の取替え励行

	A-3
	全開の状態にしたが流量が極端に少ない。ほとんど流れていない（バルブハンドルの状態は全開）
	⑴
	ディスクの脱落

ディスク側の欠陥

ステム側の欠陥
	●※ゲートバルブなら全閉の状態にし，ステムの上端が平時より突き出たところで止まっていれば，ほぼディスクの脱落とみてもよい。この状態からわずかに開放の位置に戻し，ステムを90°の角度以内で右または左にまわしてみるこの状態でハンドホイルをまわしてみる。流体に変化がなければ使用不能，バルブ取替

●グローブバルブなら全閉の状態でなおハンドホイルの位置が平常時より高ければ，ディスクの脱落とみてよい。バルブ取替※
	●閉止時は必要以上にしめつけない。ハンドルのあそび分を戻しておく（ゲートバルブ）

●開放時も全開の状態からあそび分を戻しておく

●特にハンドルまわしを使用しての閉止はしめすぎになるので注意

●衝撃を与える，開放のしかたはディスクをよく破損させる，瞬間的な力の加えかたに注意

	
	
	⑵
	ヨークスリーブのはずれ

（割りピンのはずれ）
	●ステムとヨークスリーブが同時に回転していればステムは上下しない。ヨークスリーブの異常の場合はヨークスリーブを固定する方法をとるか，バルブの交換
	

	
	
	⑶
	バルブ下流側の異常
	●バルブに異常がなければその下流側を点検し，異常があればその処置をとる。

●ポンプ吐出側のようにチェッキバルブがある場合は，このチエッキバルブの異常についても点検すること。

このチエッキバルブに異常があれば分解または交換をする。
	


	区分
	状態
	原因
	処置方法
	対策

	A-4
	全閉の状態にしたが流体がとまらない。
	⑴
	ディスクとボディシートに異物がかみこむ
	●異物の形状によってはステムの停止位置で判断できるものとできない場合がある。

●できる範囲で開放の状態に戻し，異物を流体とともに通過させ閉止する。この動作を数回くり返してみる。流体が止まらなければバルブを交換する。
	●この状態で使用していると流れは徐々に大きくなることを考慮し，対策をたてること。

	
	
	⑵
	ディスク，ディスクシートまたはボディシートに傷がある。
	●開閉操作に異常がなく，異物のかみこみがないと推定されればこのケースが容易に考えられる。

●これは使用しながら補修することはできないので，この漏れこみに対する処置をとる。できれば交換するのが望ましい。
	●日常開閉操作にむりをしないこと，特にしめすぎはすべての故障につながる。

●設計，取付時の形式の選択にあやまりがないこと。（クラス材質等）

	
	
	⑶
	バルブ内部の隔壁に孔ができる
	●使用しながらの補修は不可能，漏れこみ対策をとる。
	●取付前の検査，設計選択の適合

	B-1
	グランドから流体が漏洩（外部へ）
	⑴
	グランドしめつけのゆるみ，片じめ
	●徐々に増締めをする。この場合ナットは交互にしめ過剰にしめつけないこと。いったん漏洩がとまればバルブをわずかに開閉して再度もれないか確かめる。しめしろに余裕があるか注意する。
	●完全に漏洩をなくするよりごくわずかににじむ程度のしめつけが理想である。そしてこのもれだしの変化に応じて締めましをしていく。

	
	
	⑵
	グランドパッキングの不足または消耗
	●序所に増締めをする。（前号に同じ）しめしろがなくなればパッキングの入替を考える。使用中にパッキングの入替が不可能であれば対策を考える。

●重質油の場合はグランドを冷却すると漏洩がとまる場合が多い。

●漏洩する流体に対する処置をとる。

●ルブリカウントの注入
	

	B-2
	ボンネットフランジからの漏洩
	⑴
	温度の変化によるフランジ部の伸縮
	●ボルトナットの増締め，この場合バルブを開放状態で行うことが望ましい

●漏洩する流体に対する処置をとる。

●ガスケットの取替を考える。
	●温度の変化はできる限りゆるやかに与える。

（特に大口径バルブ）

●総合気密テスト時の点検

	
	
	⑵
	ガスケットの不良
	●応急処置を考える。早急に取替える。
	●クラス用の材質使用。

	B-3
	ボディからの漏洩
	⑴
	内部腐食による
	●応急処置を考える。早急に取替える。
	

	C-1
	ハンドホイルの折り損
	⑴
	過剰な力による開閉操作

●グランドの締すぎ，油ぎれ等で回転が悪いとき。
	●ハンドホイルの交換，状態をみて不良品を取替る（保全係依頼）
	

	
	
	
	●ステムのやきつき，ディスクのかみこみで操作困難なとき。
	●バルブの交換。状態をみて不良品を取替える。（保全係依頼）
	


	区分
	状態
	原因
	処置方法
	対策

	
	
	⑵
	ハンドルまわしの使用不適当
	●ハンドルまわしの使用は基準にあったもので，操作は慎重に。

●必要以外のハンドルまわしは使用しない。

●工具やパイプ類を代用することは現金
	●　同　　左

●　同　　左

●　同　　左

	
	
	⑶
	材質の欠陥
	●特にグローブバルブのハンドホイルとステムの接続部はできるだけハンドルまわしを使用しないこと。

●径が細くなっているので日常の管理が必要（１Ｂ以下）
	●日常の注油

	C-2
	ヨークの折損
	⑴
	過剰な力による開閉操作
	●状態によりバルブ交換
	●鋳鉄製のバルブは特に注意

	
	
	⑵
	ハンドルまわしの使用不適当
	●いったん傷（割れ）が発生すれば，そのごの操作で傷は広がり最悪の場合は事故災害にもつながるので，早いうちに処置することが望ましい。
	●力のいれすぎは経験による判断になりがちであるが日常のバルブに対する手入れの良否も重要である。

●正しい操作は正しい補器の使いかたでもある。ハンドルまわしの代用に鉄棒などを使用することは事故のもとである。使用基準の励行

	
	
	⑶
	材質の欠陥
	
	

	C-3
	ホイルナット，ヨークスリーブの割れ脱落
	⑴
	過剰な操作による開閉操作しめすぎ，あけすぎ
	●状態により部品交換またはバルブ交換
	●　同　　　上



	
	
	⑵
	ステムのやきつき，かみこみ
	
	

	
	
	⑶　
	材質の欠陥
	
	

	C-4
	グランド押え（フランジ）の折損
	⑴
	しめすぎ，片じめ
	●状態により部品交換またはバルブ交換
	●増締めをする場合は片じめにならないようボルトナットを交互にしめる。

●締めすぎはバルブ操作を困難にする。

開閉をしながらグランドを締めてみるのが望ましい。


